
 

 

 

 

群馬大学「群馬県のＧＸを加速する地域資源活用 

新産業創出プラットフォームの整備」の展示について 
  

 

 

■ 取組内容  県内の未利用資源を最大限活用して新たな産業を創出、育成するため、

現在、３つのＴＦ（タスクフォース）で研究や実証実験などの取組を進め

ています。 

ＴＦ１ 運ぶ・集める  ＴＦ２ 変換する  ＴＦ３ 使う 

■ 主 な 

展 示 物 

 パネル展示 

 「群馬県のＧＸを加速する地域資源活用新産業創出プラットフォームの

整備」 

実物及び模型展示 

 ・未利用資源（バーク材）、バーク材のペレット加工品 

 ・エネルギー転換プラントおよび未利用資源回収のための電動バス模型 

                               など 

■ 期 間  令和8年5月11日（月）午前9時 から 5月15日（金）正午 まで 

■ 場 所  桐生市役所1階 多目的スペース（桐生市織姫町1番1号） 

⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに⑨産業と技術革新の基盤をつくろう⑬気候変動に具体的な対策を

 

令和8年5月1日 

共創企画部企画課 

桐生市報道発表資料 
桐生市 

【問い合わせ】 
大学連携・教育都市推進担当 
担当 金子、大川 
TEL 0277-32-3831（直通） 

1205（内線） 

群馬大学が令和６年度より群馬県企業局「再生可能エネルギー・脱炭素化 

研究開発等助成金事業」を活用して実施している「群馬県のＧＸを加速する

地域資源活用新産業創出プラットフォームの整備」の取組内容を市役所１階

多目的スペースにて展示します。 


